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住宅用火災警報器を設置しましょう

小城市職員採用試験のご案内

福祉のご相談は、民生委員・児童委員へ！

「糖尿病」あなたは大丈夫ですか？

年末年始のごみ・し尿収集等のお知らせ

12月は地球温暖化防止月間です

早寝・早起き・朝ごはんカレンダー入選作品決定

税に関する作品受賞者決定

牛津中学校２年生が職場体験

小城市民文化際が開催されました

インフルエンザ予防接種費用の助成制度

市民病院からのお知らせ

情報いろいろ

小城市男女共同参画フォーラムのご案内

仮装で「あーも！
体操」は趣向が
凝ってて、すごく
盛り上がったよ！

みんな上手に
ハイハイして
たよ！

橋本祐充子先生
と一緒にお料理
したのよ！

第２回第２回

食育まつり食育まつ食食 まつり食育まつり
11月21日（日）、ゆめりあで開催
された「食育まつり」。多くの方
で賑わいました。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
な
ど

で
火
を
使
う
事
が
多
く
、
年
末
年
始
に
か

け
て
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
た
め
、

火
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が

ち
で
す
。

　

火
を
使
っ
た
後
や
、
お
出
か
け
前
、
お

休
み
前
に
は
確
実
に
火
の
元
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

　

小
城
市
消
防
団
で
は
、
年
末
に
特
別
警

戒
を
行
い
ま
す
。

　

月　

日
（
火
）
～　

日
（
木
）

１２

２８

３０

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
火
災
に
つ
い
て
は
、
就
寝
時
の
発

生
が
最
も
多
く
、
又
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死

者
も
一
番
多
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
す

が
、
も
し
も
の
時
に
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

「
産
業
ま
つ
り
」
で
火
災

警
報
器
の
Ｐ
Ｒ
活
動
！

　
　

月　

日
（
日
）
に
牛
津
町
で
開
催
さ

１１

１４

れ
た
「
産
業
ま
つ
り
」
で
火
災
警
報
器
の

周
知
活
動
を
小
城
消
防
署
と
小
城
市
女
性

消
防
隊
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
〝
し
ょ
う
た
く

ん
〟
も
登
場
し
ま
し
た
。

年末年始の火災を
防ぎましょう！
【問合せ】総務課　消防・交通係（牛津庁舎）
　　　　　担当　柳川・相川　☎６３－８８１８

火災警報器は、
平成23年５月31日までの
設置が義務付けられています。

参
考
（
消
防
庁
調
べ
よ
り
）

時間帯別住宅火災の死者数
（平成21年、放火自殺者数を除く。）

住宅火災による死者数の構成
（平成21年、放火自殺者数等を除く。）
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就寝時の発生が一番多い

経過が判明
706人

逃げ遅れ
（603人）58.9％

着衣着火
（54人）5.3％

出火後再侵入
（24人）2.3％

その他
（25人）2.4％

不明・調査中
（317人）31.0%

ほとんどは
「逃げ遅れ」が原因
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平
成　

年
度　
　
　
　
 

２２

小
城
市
職
員
採
用
試
験

〈
文
化
財
保
護
〉
１
人

【
募
集
概
要
】

　

小
城
市
に
勤
務
し
、
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
・
調
査
研
究
及
び
文
化

財
の
保
存
活
用
等
を
行
う
業
務
で

す
。

　

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
・

調
査
研
究
等
の
専
門
的
業
務
だ
け

で
は
な
く
、
歴
史
資
料
館
の
資
料

収
集
、
企
画
展
示
等
を
行
う
人
材

を
求
め
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

○
住
所　

　

現
（
公
告
日
）
に
佐
賀
県
内
に

居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

者
で
次
の
要
件
を
満
た
す
者
に
限

り
ま
す
。

○
資
格
・
条
件　

　

文
化
財
の
発
掘
調
査
及
び
保
護

に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術

を
有
し
、
文
化
財
の
発
掘
調
査
及

び
保
護
に
関
す
る
業
務
に
５
年
以

上
の
経
験
を
有
す
る
者

◆
第
一
次
試
験
（
書
類
選
考
）

◆
第
二
次
試
験　

二
月
中
旬

　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
い

た
し
ま
す
。

◆
受
験
手
続

　

申
込
書
・
ア
ピ
ー
ル
シ
ー
ト
及

び
試
験
案
内
は
、
市
役
所
各
庁
舎

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課

（
牛
津
庁
舎
）
に　

月　

日
（
金
）

１２

２４

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

人
事
・
給
与
係

　
（
牛
津
庁
舎
）
担
当　

池
田

　

☎　

−

８
８
１
８ 

６３

第
２
回　

市
報
ア
ン
ケ
ー
ト 

あ
な
た
の
声
を　
　
 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
「
声
」
を
直
接
お
聞
き
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
市
報
づ
く
り
の
た
め
、

市
報
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
多
数
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
抽
選
で
５
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
提
出
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
左
記
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

を
明
記
の
上
、は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り
／　

月　

日
（
金
）

１２

１７

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※
当
選
者
の
発
表
は
、
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

　

第
１
回（
９
月　

日
号
で
募
集
）

２０

市
報
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
よ

う
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

✍

単
な
る
行
政
か
ら
の
事
務
的
な

お
知
ら
せ
で
は
な
く
、
地
域
の

方
々
の
有
益
な
情
報
や
、
包
括

的
な
表
現
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
も
ら
い

た
い
。

✍

小
城
市
民
が
参
加
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
結
果
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

✍

発
行
回
数
を
、
で
き
れ
ば
月
１

回
に
戻
し
た
ら
ど
う
か
。

✍

情
報
が
ざ
っ
く
り
し
て
い
て
物

足
り
な
い
。
今
は
、
議
会
だ
よ

り
が
面
白
い
。

✍

も
っ
と
ペ
ー
ジ
数
が
欲
し
い
し

濃
い
内
容
を
期
待
し
ま
す
。

✍

地
元
に
密
着
し
た
内
容
で
、
市

民
団
体
や
市
民
活
動
が
も
っ
と

活
発
に
な
れ
ば
と
思
う
。

✍

以
前
に
比
べ
大
変
読
み
や
す
く

な
っ
た
。

✍

ま
ち
の
話
題
欄
の
充
実
。
各
地

区
の
情
報
を
、
区
長
さ
ん
な
ど

か
ら
情
報
提
供
し
て
も
ら
い
連

載
し
て
ほ
し
い
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

「市報さくら」に関するアンケート
１．あなたの性別・年齢（例：○代）・ご職

業についてお書きください。

２．該当する回答番号及びその理由につい
てお書きください。

　　「市報さくら」は毎回読みますか？
　　①毎回読む　②たまに読む
　　③あまり読まない

３．市の情報をどうやって取得しています
か？（例：市報で、ホームページでなど）

４．「市報さくら」の中で、関心あるコー
ナーをお書きください。

５．「市報さくら」に関して、ご意見・ご感
想などをお書きください。

【問合せ・提出先】
　〒８４９－０３０２
　小城市牛津町柿樋瀬１１００番地１
　総務課秘書広報係　担当　田中
　☎６３－８８１８　胃６３－８８０８
　Ｅメール：
　　kouhou@city.ogi.lg.jp

※回答の際にいただいた個人情報（住所・氏名など）
は、当選者への商品発送目的のみに使用します。
※お寄せいただいたご意見は、市報等で紹介させてい
ただく場合があります。

ご応募お待ちしています！！
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　民生委員・児童委員へ！
　老人福祉・障害者福祉・児童福祉など、福祉に関する心配ごとは地区担当の委員にご相談ください。

民生委員・児童委員の氏名と担当地区は次のとおりです。

小城町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

高原・上町・布施ケ里・アミジア布施ケ里 久  原 　 國  利 
く はら くに とし

中町・下町中 町 服  巻 　 芳  史 
はら まき よし ふみ

蛭子町・鯖岡・岡町蛭 子 町 陣内  宏  年  己 
じんのうち ひろ と き

正徳町・朝日町・大手町正 徳 町 秋  山 　 茂  子 
あき やま しげ こ

小城本町小城本町 浦  川 　 周  作 
うら かわ しゅう さく

北小路北 小 路 今  村  由  美  子 
いま むら ゆ み こ

西小路西 小 路 武  藤  佐  恵  子 
む とう さ え こ

不二町・城栄町不 二 町 井  澤  惠  己  子 
い ざわ え み こ

東新町東 新 町 諏  訪  美  佐  子 
す わ み さ こ

清水・原田・北浦清 水 倉  永 　 圓  宰 
くら なが えん さい

吉田・横町吉 田 吉  田 　 陸  代 
よし だ りく よ

三間寺・松尾三 間 寺 泉 　 貴  美  子 
いずみ き み こ

焼山・須の木・永泉寺・二瀬川二 瀬 川 小  柳 　 武  敏 
こ やなぎ たけ とし

大日・江里口・大塚・江里山大 塚 江  里  口  和  雄 
え り ぐち かず お

馬場・松本・石体松 本 諸  田 　 勝  也 
もろ た かつ や

住吉町・雇用促進・県営住宅住 吉 町 野  口 トミ 子 
の ぐち こ

砂田・畑田・下畑田・西新町砂 田 福  山 スミ 子 
ふく やま こ

平原・小城栄町平 原 円  城寺 　 豊 
えん じょうじ ゆたか

鷺ノ原鷺 ノ 原 手  塚 トミ 子 
て つか こ

西谷・寺浦寺 浦 於  保 　 全  子 
お ほ あき こ

庄・出分・弥生町出 分 大  石 　 一  水 
おお いし かず み

円光寺・中善寺・松葉・宿中 善 寺 眞  子 　 公  敏 
まな ご きみ とし

郷の木・川原・東小松・桑鶴川 原 北  島 　　 茂 
きた じま しげる

小城中村・本山・寒気・川内小城中村 真  子 　 和  弘 
まな ご かず ひろ

西晴気・一本松・君ケ坂・米ノ隈米 隈 牧  野  内  恒  男 
まき の うち つね お

黒原・萩ノ町萩 ノ 町 武  富 　 英  喜 
たけ とみ ひで き

峰・小隈・坂井・湯谷坂 井 馬  場 　 宏  晃 
ば ば ひろ あき

西川・山崎西 川 宮  崎 　 三  鈴 
みや ざき み すず

上右原・下右原下 右 原 國  信 　 孝  義 
くに のぶ たか よし

門前・小島・下久須・牛尾小 島 宮  原  加  代  子 
みや はら か よ こ

大江・船田・久蘇・轡ヶ里船 田 諸  岡 　 賢  治 
もろ おか けん じ

三日月町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

東分・西分・岡本・杉町岡　 本 馬  郡 　　 優 
まご おり まさる

大地町・今市・深川・赤司・袴田今 市 嘉  村 　 正  紘 
か むら まさ ひろ

緑・立物・芦田・道辺立　 物 田  中 　 秀  則 
た なか ひで のり

三ケ島三 ケ 島 長  崎 　 順  子 
なが さき じゅん こ

堀江・深町深　 町 馬  郡 　 絹  子 
まご おり きぬ こ

島溝・四条四　 条 高  岸 　　 巖 
たか ぎし いわお

遠江・久本・社久　 本 松  内 　 廣  義 
まつ うち ひろ よし

金田・江口・立石江 口 樋  渡 　 教  子 
ひ わたし のり こ

江利・五条江　 利 大  野 　 義  敬 
おお の よし たか

樋口樋　 口 福  田  日  出  夫 
ふく だ ひ で お

大寺大　 寺 江頭  枝  以  子 
えがしら え い こ

初田・佐織初　 田 陣内 　 倭  子 
じんのうち しず こ

戊戊 中  原 　 照  夫 
なか はら てる お

高田・長神田・吉原長 神 田 陣内 
じんのうち

　 伸  一 
しん いち

仁俣・土生・甲柳原仁　 俣 西  岡 　 富  子 
にし おか とみ こ

甘木駅前甘　 木 木  下 　 光  江 
きの した みつ え

甘木本村・石木甘　 木 大  川 　 玲  子 
おお かわ れい こ

久米久　 米 本  村 　　 司 
もと むら つかさ

本告１班～６班、１２・１３班本　 告 太  田 　 和  美 
おお た かず み

本告７班～１１班、１４・１５班本　 告 松  田  眞  理  子 
まつ だ ま り こ

牛津町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

新町新　 町 天 
あま

 草 
くさ

　 敬  子 
けい こ

牛津栄町・友田（1班～9班・２２班）友 田 楠  田  美  代  子 
くす だ み よ こ

友田（１０班～２１班）友 田 井  上 　　 静 
いの うえ しずか

牛津本町牛津本町 久  本 　 成  子 
ひさ もと せい こ

天満町（１６班～３０班）天 満 町 原  口 　 豊  秀 
はら ぐち とよ ひで

天満町（１班～１５班）天 満 町 牟  田 　 光  子 
む た みつ こ

江津・西江津江　 津 北  原  要  次  郎 
きた はら よう じ ろう

柿樋瀬柿 樋 瀬 岩  崎 　 奏  子 
いわ さき かな こ

柿樋瀬柿 樋 瀬 山  中 トキコ
やま なか

練ヶ里練 ヶ 里 明  石 　 久  男 
あか し ひさ お

生立ヶ里・乙柳・上江良・下江良乙 柳 川  副 　 正  文 
かわ そえ まさ ふみ

【問合せ】福祉課地域福祉係（三日月庁舎）　担当　深町・桑原　☎７３－８８２５

草⺿
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福祉のご相談は　私たち　　
平成２２年１２月１日から平成２５年１１月３０日まで担当いただく、民生委員・児童委員と主任児童委員をご紹介します。　

牛津町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

勝・高柳・大戸ヶ里・前満江勝 野  口 　　 昭 
の ぐち あきら

江津ヶ里江津ヶ里 小  手  川  淑  子 
こ て がわ よし こ

砥川町砥 川 町 北  村  喜  美  子 
きた むら き み こ

新屋敷・宿古賀宿 古 賀 菊  池 　 智  子 
きく ち とも こ

泉・両新村両 新 村 相  川 ゆく 代 
あい かわ よ

谷・内砥川内 砥 川 乙  成 　　 享 
おと なり すすむ

寺町・柳鶴・蒲原・永田永 田 江  口 　 敏  之 
え ぐち とし ゆき

芦刈町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

八枝・立野・虎坊・川越川 越 辻 　　 秋  雄 
つじ あき お

浜中浜 中 水  田 　 善  久 
みず た よし ひさ

高道・三条 三 条 中  牟  田  正  彦 
なか む た まさ ひこ

西戸崎 ・東戸崎東 戸 崎 川  崎 　 和  矢 
かわ さき かず や

町分 ・中溝町 分 田  中 　 和  夫 
た なか かず お

小路 ・舎人舎 人 土  橋  由  紀  子 
つち はし ゆ き こ

西道免・東道免東 道 免 杠 　 千  鶴  子 
ゆずりは ち ず こ

下古賀下 古 賀 御  厨 　
みく りや

 英 
ひで

 正 
まさ

牛王・ 芦刈中村芦刈中村 中  島 　 増  美 
なか しま ます み

道免・新村道 免 古  賀 　 英  男 
こ が ひで お

社搦・弁財社 搦 三  ッ  家  和  美 
み つ か かず み

永田東北・永田南永 田 南 水  田 　 安  子 
みず た やす こ

六丁六 丁 辻 　 憲  次  郎 
つじ けん じ ろう

住の江西・ 住の江東住の江東 山  内 　 節  子 
やま うち せつ こ

主任児童委員
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

小城町全域畑　 田 今  村  須  恵  子 
いま むら す え こ

小城町全域吉　 田 早  田 　 圭  吾 
そう だ けい ご

三日月町全域岡　 本 江  頭  久  美  子 
え がしら く み こ

三日月町全域佐　 織 増  田 　 淑  子 
ます だ すな こ

牛津町全域内 砥 川 築  地 　 郁  子 
つき じ いく こ

牛津町全域友 田 泉 　 万  里  江 
いずみ ま り え

芦刈町全域小 路 東 　　 統  禅 
あずま とう ぜん

芦刈町全域牛 王 友  田  日  出  子 
とも だ ひ で こ

長年のご活動
ありがとうございました。

　任期満了に伴い次の方達が退任されました。
　地域福祉のために活動いただき、ありがとう
ございました。

（５０音順　敬称略）
民生委員・児童委員
【小城町】
青栁隆、井上勝、江口昭代、円城寺雄二、岡本博
義、金原敏德、金丸忠、末永義德、平和子、田中
久子、塚本泉、中島サワ子、南里健、橋本博、東
島龍男、秀坂敏春
【三日月町】
飯盛志眞惠、大中國起、武富久美枝、溝口利明
【牛津町】
池田隆義、牛島貞枝、大屋嘉德、木下アヤ子、國
上繁子、古賀敬子、志岐稜威子、田中善德、塚原
キクノ、永渕昭、藤田輝雄、村岡和昭
【芦刈町】
加藤智顕、古賀正光、遠田文彦、百武宣子、本村
敏治、森永龍子、吉岡大

主任児童委員
【牛津町】小森浩文
【芦刈町】水田瑞子、森永都和子

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

【民生委員・児童委員の連絡先】
　お住まいの地区を担当する民生委員・児童委
員の連絡先は、市役所福祉課（☎７３−８８２５）又
は、民生児童委員連絡協議会事務局の社会福祉
協議会・各支所へ連絡先をお問い合わせくださ
い。
小城市社会福祉協議会
小城支所　　緯７３－２７００
　　　　　（保健福祉センター・桜楽館内）
三日月支所　緯７３－４９１１
　　　　　（三日月農村環境改善センター内）
牛津支所　　緯５１－５３２４
　　　　　（保健福祉センター・アイル内）
芦刈支所　　緯６６－５５６６
　　　　　（保健福祉センター・ひまわり内）

英⺿
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糖
尿
病
の
判
断
基
準
の
一
つ
に

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
が
あ
り
、
６
・

１
以
上
の
方
は
糖
尿
病
型
で
す
。

　

平
成　

年
度
特
定
健
診
の
結
果

２１

で
、
血
糖
検
査
の
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が

６
・
１
以
上
の
方
の
割
合
が
９
％

を
占
め
、
県
内
で
も
上
位
の
割
合

で
す
。

　

更
に
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
は
半

数
を
超
え
る　

％
で
、
正
常
は　

６５

２６

％
（
４
人
に
１
人
）
し
か
い
な
い

現
状
で
す
。

『糖尿病』
あなたは大丈夫ですか？
【問合せ】国保年金課（小城庁舎）
　　　　　担当　松尾　☎７３－８８０２

１あなたのＨｂＡ１ｃの検査結果はどうでしたか？

726

1046
790

128
65 42 46

0
200
400
600
800
1000
1200

5.1以下 5.2～5.4 5.5～6.0 6.1～6.4 6.5～6.9 7.0～7.9 8.0以上

人 健診受診者のＨｂＡ１ｃ区分

動脈硬化が進行し
大血管障害の危険
が出てきます。

正常（26%） 予備軍（65%） 糖尿病型（9%）

7.0以上になると、３大合併症
の危険度が高くなります。7.0
未満になるよう治療と生活改
善で重症化を防ぎましょう。 

２糖尿病の原因は大きく２つ！進行すると・・・

遺 伝

心筋梗塞
狭心症

閉塞性動脈硬化症
足の切断

３大合併症 大血管障害

脳梗塞
脳出血

網膜症
失明

腎症
人工透析

神経障害
足のしびれ、下痢、便秘等

食べすぎ・運動不足

透析が 

急増中！ 

血糖コントロール不
良状態が続き、大き
な病気を起こすと仕
事や生活に影響がで
ます。 

糖尿病

３血糖値の高い方は糖質を控えましょう。糖質は２種類、特に血糖値を上げやすいのはどっち？

特にこちらを減ら
すこと！

単純糖質
砂糖（お菓子、ジュース、料理）、果物

複合糖質
ごはん、パン、めん、いも類

■果物は意外に多くの糖分が含まれています。食べ過ぎにご注意を！

１日の果物の適量
80kcal

《特定健診は12月25日（土）まで県内の特定健診実施医療機関で受診できます。》

バナナ 甘柿 りんご みかん はっさく

※ただし２種類
　食べる時は半
　分づつにしま
　しょう！
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年末年始のごみ・し尿収集等のお知らせ

1月１２月
54321313029282726２５

（水）（火）（月）（日）（土）（金）（木）（水）（火）（月）（日）（土）

休み○○月・木曜日区域市内
全域燃える

ごみの
収集 ○休み○火・金曜日区域市内

全域

○休み市内全域資源物の 
収集

○８：３０
～１６：００

○８：３０
～１６：００休み休み休み休み

○８：３０
～１６：００
（草木類
不可）

○８：３０
～１６：００

○８：３０
～１６：００

○８：３０
～１６：００休み

△
８：３０～
１２：００

小城市廃棄物
中継センター
☎６３−８８３２

市内
全域

ごみの
直接持込

休み
（1/6～
○）

休み休み休み休み休み休み休み○○△古布
のみ休み

小城消防署北分署
南側敷地資源物回収所市内

全域
資源物の
直接持込 牛津庁舎東側車庫

○休み休み休み休み休み△
午前中○○○休み休み市内全域

し尿
汲取り

し尿汲取りは、お住まいの地区の下記の許可業者へ直接申し込みください。
【小城町、三日月町の一部】（有）小城新生興業社（☎７２−３０９１）
【三日月町の一部】ヤマトカンキョウ㈱（☎６２−００５９）
【牛津町、芦刈町】（有）天山環境開発工業（☎６６−１３５６）

申し込みについて

○○○○休み○○○○○○○
天山地区
共同斎場組合
緯７６−２６５７

市内
全域火葬場

 ◎燃えるごみ収集
月・木区域は、１月３日（月）、火・金区域は、１２月３１日（金）が休みとなります。

 ◎燃えないごみ収集
コンテナが満杯のときは、各家庭で保管してください。　　
小城町本町地区の燃えないごみの収集は、ビン・ガラスを１月４日（火）、金物を１月１４日（金）に収集
します。

 ◎資源物収集
　１月は通常どおりの収集です。なお、１２月２９日（水）は、第５水曜日のため収集日ではありません。
　１月の収集は　第１水曜日（１月５日）紙類、硬質プラスチック
　　　　　　　　第２水曜日（１月１２日）容器包装プラスチック
　　　　　　　　第３水曜日（１月１９日）発泡トレイ、アルミ・スチール飲料缶
　　　　　　　　第４水曜日（１月２６日）ペットボトル

【問合せ】小城市廃棄物中継センター　☎６３－８８３２　担当　宮原・森

【問合せ】環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）担当　久原・川﨑　緯７３－８８０３

○・・・収集有り、可　　△午前中・・・午前中のみ可　　休み・・・収集無し、不可

廃棄物中継センターへ持ち込まれる方にお願い
【注意①】１２／３０（木）は、ごみ量が大変多いと予想されますので、「剪定くず、草、解体した材木等」は持込みで
きません。（燃えるごみの平準化のため）

【注意②】年末年始は、例年、持込み車両で大変混雑しますので、交通規制をおこないます。ご協力をお願いします。
なお、ごみの持込みは、お早めにお願いします。

【注意③】事業系ごみ（商店、飲食店、事務所等）を中継センターへ持ち込む時も以下の表のとおりです。
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地球温暖化防止に
取り組みましょう！

12月は地球温暖化防止月間です！

暑いよ～

平成９年１２月に京都で開催された気候変動枠組条約第３回締約国会議
（ＣＯＰ３）を契機として、翌年の平成１０年度から１２月を「地球温暖化
防止月間」と定め、国民、事業者、行政が一体となって普及啓発事業
を始めとする様々な取組を行うことになりました。

　市では、地球温暖化の原因といわれる“温室効果ガス”の排出量削減のため『小城市地球温暖化防止実行計
画』を策定し、市役所が排出している“温室効果ガス”の削減に取り組んでいます。
※「温室効果ガス」とは…大気中の二酸化炭素やメタンなどのガスは太陽からの熱を地球に封じ込め地表を暖
め適温に保つ働きがあります。これらのガスを温室効果ガスといいます。

　市役所が排出している“温室効果ガス”
は、各庁舎や学校・保健福祉センターな
どで使用される照明、ＯＡ機器等の「電
気使用」によるものが全体の約７０％を占
め、主な排出原因となっています。次い
で各施設の空調施設・公用車等で使用さ
れる「燃料使用」によるものが約３０％を
占めています。

“温室効果ガス”排出量の内訳

電　気
3,462,408kg
69.3%

Ａ重油
724,780kg
14.5%

ガ　ス
355,388kg
7.1%

灯　油
194,590kg 
3.9%

庁用車使用
205,930kg
4.1%

下水処理
54,548kg
1.1%

　平成２１年度に市役所が排出した“温室効果ガ
ス”は、平成１７年度（基準値）からすると３．０％
削減できましたが、対前年度からすると１．３％
の増となってしまいました。その主な原因は、
公共下水道処理場の本格的稼働と大雨等によ
る排水機場の稼働が多かったことによるもの
です。

平成２１年度の“温室効果ガス”排出量

4,700,000kg

4,800,000kg

4,900,000kg

5,000,000kg

5,100,000kg

5,200,000kg

H23H22H21H20H19H18H17

削減目標
4,843,834kg

温室効果ガス総排出量の年間推移

総排出量5,153,015kg

4,989,560kg

5,010,217kg

4,932,207kg

4,997,664kg

市役所は日頃からの取り組みで更なるＣＯ２削減を目指します！　 
　支昼休み時間などの不必要な施設照明の消灯　　支空調の適切な温度設定（夏は２８℃、冬は２０℃）
　支公用車のエコドライブ　　　　　　　　　　　支環境に配慮した公共事業の実施
　支再生資材の利用　　　　　　　　　　　　　　支不必要時のコピー機など、ＯＡ機器の電源断
　支ＣＯＯＬＢＩＺ（クールビズ）　ＷＡＲＭＢＩＺ（ウォームビズ）の励行

【問合せ】環境課　環境係（小城庁舎）　担当　山口・松本　☎７３－８８０３
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子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
向
上
を

目
的
に
、
夏
休
み
期
間
中
に
「
早
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・
早
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ん
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の
２

０
１
１
年
版
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ン
ダ
ー
原
画
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
よ
り
多
く

の
応
募
が
あ
り
、　

点
が
入
選
作

１２

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

原
画
を
元
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制

作
し
、
市
内
の
小
中
学
生
に
２
０

１
１
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
配

布
し
ま
す
。 早寝・早起き・朝ごはん 

カレンダー入選作品決定！！
【問合せ】生涯学習課（小城庁舎）担当　筒井　☎７３－８８０８

東島　里玖　岩松小 ２年 諸隈　瑞季　岩松小 １年 圓城寺　洸英　桜岡小 １年

松永　佳奈　晴田小 ４年 持永　美南　桜岡小 ４年 小野　伊織　牛津小 ３年

相良　成美　三日月中 ２年 小林　千夏　三日月中 １年 南里　杏佳　芦刈小 ５年

西村　有加　三日月中 ３年 中島　由勝　三日月中 ３年 吉武　真美　三日月中 ２年
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地
域
み
ん
な
の
交
通
安
全
教
室

　

小
城
「
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

in践
活
動
推
進
事
業
」（
主
催
・
内

閣
府
、
小
城
地
区
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
践
活
動
推
進
事
業
実
行

委
員
会
）
が　

月　

日
（
日
）、

１０

３１

芦
刈
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

芦
刈
小
学
校
児
童
と
保
護
者
、
高

齢
者
ら
約　

人
が
参
加
さ
れ
ま
し

９０

た
。

　
「
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
活

動
推
進
事
業
」
は
内
閣
府
事
業
で
、

子
ど
も
と
保
護
者
、
高
齢
者
の
３

世
代
が
一
緒
に
な
っ
て
交
通
安
全

の
意
識
を
高
め
合
い
、
子
ど
も
と

高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
思
想

の
更
な
る
啓
発
を
行
い
、
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
世
代
１
組
を
３
グ

ル
ー
プ
に
わ
け
て
、
交
通
安
全
○

×
ク
イ
ズ
、
自
転
車
実
技
、
反
射

材
の
効
果
実
験
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
用
い
て
の
反
応
テ
ス
ト
な
ど
の

体
験
を
行
い
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
実
技
で
は
、
先
に
自
転

車
が
一
時
不
停
止
で
交
差
点
に
飛

び
出
し
、
自
動
車
と
事
故
に
遭
う

と
い
う
事
故
再
現
の
映
像
を
見
た

後
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

自
転
車
に
乗
っ
て
左
右
・
後
ろ
の

安
全
確
認
の
重
要
性
や
正
し
い
通

行
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の

教
室
の
体
験
を
と
お
し
て
交
通
事

故
の
怖
さ
を
再
認
識
し
、
あ
ら
た

め
て
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目

指
す
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

月　

日
～　

日
ま
で　
　
 

１２

１５

２４

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　

高
め

よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」
を
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に　

月　

日
（
水
）
か

１２

１５

ら　

日
間
「
冬
の
交
通
安
全
県
民

１０
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。　　
　

　

こ
の
期
間
中
は
、

１ 
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

２ 
飲
酒
運
転
の
根
絶 

３ 
追
突
事
故
の
防
止

を
重
点
目
標
に
運
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

冬
季
は
、
特
に
忘
年
会
等
で
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
等
に
伴
う
交
通
量

の
増
加
や
年
末
年
始
の
慌
た
だ
し

さ
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
防

止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３世代で楽しく学ぶ
『地域みんなの交通安全教室in小城』
が開催されました！
【問合せ】総務課　消防・交通係　担当　栁川・三ツ家　☎６３－８８１８
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小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
我
が
国
の
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
税
の
意
義
や
役
割

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
社

会
の
一
員
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
税
に

関
す
る
小
学
生
（
６
年
生
）
の
絵

画
及
び
中
学
生
の
書
写
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
の
で
入
賞
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
賀
県
租
税
教
育
推
進

協
議
会
等
で
も
、
中
学
生
及
び
高

校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集

し
ま
し
た
の
で
入
賞
者
の
紹
介
を

し
ま
す
。

中
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写

◆
佐
賀
税
務
署
長
賞

　

馬
場　
 
捺  
未 （
三
日
月
中
３
年
）

な
つ 
み

◆
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　

会
長
賞

　

福
島　
 
凪
沙 
（
小
城
中
３
年
）

な
ぎ
さ

◆
佳
作

　

田
中　
 
七  
海 
（
小
城
中
３
年
）

な
な 
み

　

水
田　
 
杏
佳 （
三
日
月
中
２
年
）

き
ょ
う
か

小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
画

◆
佐
賀
税
務
署
長
賞

　

角　
 
洸  
介 
（
牛
津
小
６
年
）

こ
う 
す
け

◆
佐
賀
県
税
事
務
所
長
賞

　

武
藤　
 
加  
奈 
（
桜
岡
小
）

か 

な

◆
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

会
長
賞

　

白
濱　
 
聖  
人 
（
桜
岡
小
）

き
よ 
と

◆
佳
作

　

牧
瀬　
 
未  
来 
（
牛
津
小
）

み 

く

　

長
友　
 
梨  
紗 
（
牛
津
小
）

り 

さ

　

藤
瀬　
　
 
成 
（
砥
川
小
）

な
る

　

西
山　
 
理  
奈 
（
砥
川
小
）

り 

な

　

橋
本　
 
昌  
明 
（
砥
川
小
）

ま
さ 
あ
き

　

森
山　
 
幹  
大 
（
牛
津
小
）

み
き 
ひ
ろ

　

中
島　
 
千  
晴 
（
桜
岡
小
）

ち 
は
る

　

南
里　
 
佳  
汰 
（
牛
津
小
）

け
い 
た

高
校
生
の 

税
に
関
す
る
作
文
受
賞
者

◆
佐
賀
県
税
事
務
所
長
賞

　

江
嶋　
 
弥  
生 
（
牛
津
高
２
年
）

や 
よ
い

◆
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　

会
長
賞

　

川
口　
 
未  
来 
（
牛
津
高
２
年
）

み 
ら
い

◆
佳
作

　

藤
瀬　
 
梓 
（
牛
津
高
２
年
）

あ
ず
さ

中
学
生
の 

税
に
関
す
る
作
文
受
賞
者

◆
福
岡
国
税
局
賞

　

福
島　
 
凪
沙 
（
小
城
中
３
年
）

な
ぎ
さ

◆
小
城
市
長
賞

　

諸
岡　
 
宗  
彦 
（
牛
津
中
１
年
）

た
か 
ひ
こ

◆
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

　

学
校
賞

　

牛
津
中
学
校

税に関する作品
受賞者決定！！
【問合せ】税務課　課税係（小城庁舎）　
　担当　遠江　☎７３－８８０１

お
め
で
と
う
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不
法
投
棄
撲
滅　
！！

　

市
で
は
不
法
投
棄
撲
滅
の
為
、

警
告
看
板
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
、
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監

視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
小
城
市
の
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
物
は
、
投
棄

さ
れ
た
場
所
の
管
理
者
、
所
有
者

が
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に

も
田
畑
や
空
き
地
、
山
林
等
の
所

有
者
は
、
柵
の
設
置
や
看
板
の
設

置
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
を
発
見
さ
れ
た

方
は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
は
、
法

律
に
よ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役
又

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
若

し
く
は
併
科
」
の
対
象
に
な
り
、

更
に
法
人
の
場
合
、
１
億
円
以
下

の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

　
【
問
合
せ
】
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

久
原
・
川
﨑

　

☎　

−

８
８
０
３

７３

小
城
市
ふ
る
さ
と
食
の
日

（
小
城
う
ま
か
ば
い
給
食
）

　
　

月　

日
（
火
）、
市
立
の
幼
稚

１１

１６

園
・
小
中
学
校
で
お
い
し
い
ふ
る

さ
と
の
食
材
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

「
小
城
市
ふ
る
さ
と
食
の
日
」が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
食
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
や
市
内
で
作
ら
れ
る
食
材

に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
を
持
つ
と
と

も
に
、
お
い
し
い
ふ
る
さ
と
の
食

材
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
食

材
を
食
べ
な
が
ら
、
元
気
で
健
康

な
体
と
や
さ
し
い
心
を
育
ん
で
ほ

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、

豚
肉
の
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
煮
・

チ
ャ
ウ
ダ
ー
・
サ
ラ
ダ
・
み
か
ん

で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
生
産
者
の
方

に
感
謝
し
、
食
材
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

（
写
真
は
砥
川
小
学
校
の
会
食
風

景
）

農道わきへの不法投棄
（平成２２年４月７日）

事業者が家電製品から金属を
抜きプラスチックのみ投棄　
（平成２２年７月２９日）

他の人の迷惑になるこ
とはやめましょう！

あたたかいチャウダーに体もポカポカ。心もあたたまり、楽しい給食の時間でした。

～給食の風景～

 まちの話題
牛
津
中
学
校
２
年
生
が

職
場
体
験
へ

　
　

月
９
日
（
火
）
か
ら
３
日

１１
間
、
牛
津
中
学
生
が
市
内
各
地

で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
牛
津

保
育
園
で
職
場
体
験
を
し
て
い

る
４
人
の
う
ち
３
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
を
選
ん
だ
理
由
を

尋
ね
る
と
、「
子
ど
も
が
好
き

だ
か
ら
。
か
わ
い
い
か
ら
。」と

の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
仕
事

を
終
え
て
の
感
想
は
、「
思
っ

て
い
た
よ
り
疲
れ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。」と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

原稿作成・写真撮影は、
市役所で職場体験をし
た川﨑健斗さん（左）
と前﨑総一郎さん
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第
６
回　
　
　
　
　
　
 

小
城
市
民
文
化
祭
開
催

　

文
化
の
秋
を
彩
る
『
小
城
市
民

文
化
祭
』
が
小
城
市
文
化
連
盟
各

支
部
の
協
力
で
、　

月　

日
か
ら

１０

２９

　

月
７
日
ま
で
、
小
城
、
三
日
月
、

１１牛
津
、
芦
刈
の
各
会
場
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
作
品
は
、
一
年

間
の
集
大
成
と
も
い
え
る
素
晴
ら

し
い
作
品
ば
か
り
で
、
会
場
を
華

や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。「
私

も
来
年
出
品
し
よ
う
か
な
」
の
参

観
者
の
声
に
、
出
品
者
も
創
作
意

欲
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。
今
年
は
各
会
場
で
、
参
観
者

の
方
に
も
文
化
の
秋
を
味
わ
っ
て

頂
こ
う
と
、
絵
画
や
陶
芸
、
ア
ー

ト
ク
ラ
フ
ト
な
ど
色
々
な
体
験
講

座
が
用
意
さ
れ
盛
況
で
し
た
。

　

公
演
会
で
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
よ
う
と
、
皆
さ
ん
熱

の
こ
も
っ
た
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
演
奏
や
合
唱
、

永
年
培
わ
れ
た
各
分
野
の
披
露
に
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
て
い
ま
し
た
。供
生
涯
現
役
僑を

体
感
さ
せ
ら
れ
た
舞
台
公
演
会
で

し
た
。　　
　
　

　

ま
た
今
年
も
小
城
市
文
化
連
盟

主
催
で
、
四
会
場
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
抽
選
で　

名
２０

の
方
に
図
書
券
が
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
日
常
の
生
活
の
中
に
、

供
文
化
僑の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
近
く
に

仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
（
写
真
は
裏
表
紙
に
も
掲
載
）

小
城
市
文
化
連
盟 

表
彰
式
開
催

　

小
城
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に

寄
与
し
、
ま
た
永
年
文
化
連
盟
の

発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰

す
る
、
小
城
市
文
化
連
盟
表
彰
式

が　

月
３
日
、
牛
津
一
般
公
演
会

１１
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
達
で
す
。　

　
　
　
　

小
城
市
文
化
連
盟
文
化
功
労
表
彰

・
江
里
口
律
子　

小
城　
　

日
舞

・
伊
東
ス
ミ
エ　

三
日
月　

茶
道

・
南
里　

昌
子　

牛
津　
　

日
舞

・
永
野　

初
子　

芦
刈　
　

茶
道

　
（
敬
称
略
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ　
　
 

「
工
業
統
計
調
査
」
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
「
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
」が
、

２２

　

月　

日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

１２

３１

　
「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
経
済
産
業
省
が
実
施
す
る

も
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
は
行
政

施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
調
査
の
対
象

　

製
造
業
を
営
ま
れ
て
い
る
全
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
調
査
の
方
法

　

佐
賀
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

統
計
調
査
員
が
、
本
年　

月
か
ら

１２

来
年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
対
象

と
な
る
事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま

す
。
年
末
・
年
始
の
お
忙
し
い
時

期
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
の
回
答
内
容
は
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当 
大
坪 
☎　

−

８
８
０
３

６３

 まちの話題
小
城
建
設
業
協
会
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
（
社
）
小
城
建
設
業
協
会
（
諸

富
公
昭
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

　

月　

日
（
木
）
に
清
水
の
滝

１１

１１

周
辺
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た　

人
は
、　

月
に

２５

１１

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
清
水

竹
灯
り
」
の
準
備
と
し
て
、
遊

歩
道
の
補
修
作
業
や
竹
灯
篭
の

運
搬
、
清
掃
な
ど
を
行
わ
れ
ま

し
た
。

体験講座のこけ玉つくりも大盛況！

公演の最後は皆さんで大合唱でした

受賞者（前列向かって左から）永野初子さん、南
里昌子さん、伊東スミエさん、江里口律子さん

　皆さん、ありがとうございました。
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ご
存
知
で
す
か
？　
　
 

国
民
年
金
の
任
意
加
入 

制
度　
　
　
　
　
　
　

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、　

歳
か
ら

２０

　

歳
に
な
る
ま
で　

年
間
（
４
８

６０

４０

０
月
）
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が　

年
間
に
満
た
な
い
場
合

４０

は
、　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で

６０

６５

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
免
除
期
間
等
が
原
則
と

し
て　

年
（
３
０
０
月
）
以
上
必

２５

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、　

歳
７０

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和　
４０

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
を
希
望
す
る
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
支
払
い
は
原

則
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
場
所　

各
庁
舎
総
合
窓
口

　

又
は
小
城
庁
舎
国
保
年
金
課

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
口
座
の

お
届
け
印

・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
（
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
）

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

古
川
・
岩
本

　

☎　

−

８
８
０
２

７３
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防 

接
種
費
の
助
成　
　
　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

左
記
の
方
を
対
象
に
費
用
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
接
種
前
に
証
明
書
を
市
役
所

で
取
得
し
、
医
療
機
関
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用
免
除
対
象
と
証
明
書
取
得

①
生
活
保
護
世
帯
…
福
祉
課
保
護

係
に
て
証
明
書
取
得

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
各
庁
舎

総
合
窓
口
又
は
税
務
課
に
て
証
明

書
取
得
（
被
接
種
者
と
別
世
帯
の

方
が
証
明
書
を
取
得
す
る
と
き
は
、

被
接
種
者
本
人
に
よ
る
委
任
状
を

窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

既
に
接
種
さ
れ
た
方
は
、
払
い

戻
し
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
免
除
に
該
当
し
な
い
方
の

自
己
負
担
額

・　

歳
以
上
（　

月　

日
ま
で
佐

６５

１２

３１

賀
県
内
で
接
種
） 

…
１
、
２
０
０
円

・
そ
の
他
の
年
齢
の
方 

…
１
回
目
３
、
６
０
０
円
、

　
（
２
回
目
２
、
５
５
０
円
）

※
２
回
接
種
が
必
要
な
方

　

・　

歳
未
満
の
方

１３

　

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方

　
【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課

　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

島
ノ
江
・
南
里

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

 入札結果の公表 （１０月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

（単位：円、％）

入札執行課落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

農林水産課
☎６３−８８２０９４．８２１１，７６０，０００

（５６０，０００）
１１，１５１，０００
（５３１，０００）㈱巌大建業

水田建設㈱・服巻建設㈱
㈱豊城建設・㈱中部ガス
㈱城南建設・㈲古川建設

南里土木㈱・㈱エィ・ティ・ジー
㈱巌大建業・㈱嶋本建設
㈱江里口造園小城支店

林道維持補修事業　林道天山線
　清水地区側溝布設工事

下水道課
☎６３−８８２７

９３．７５１８，４８０，０００
（８８０，０００）

１７，３２５，０００
（８２５，０００）㈱中部ガス三日月特定環境保全公共下水道

事業　初田第1号管渠布設工事

９３．９４１３，３３５，０００
（６３５，０００）

１２，５２６，５００
（５９６，５００）服巻建設㈱小城本町　管渠布設工事

９３．３８１５，８５５，０００
（７５５，０００）

１４，８０５，０００
（７０５，０００）㈲古川建設三日月特定環境保全公共下水道

事業　遠江第2号管渠布設工事

８２．５１３１，８１５，０００
（１，５１５，０００）

２６，２５０，０００
（１，２５０，０００）㈱ミゾタ

㈱ミゾタ・㈱協和製作所
㈱クボタ九州支社
新明和工業㈱九州支店

荏原テクノサーブ㈱九州支店

小城市公共下水道事業
中継ポンプ設置工事

８９．４７６３，８４０，０００
（３，０４０，０００）

５７，１２０，０００
（２，７２０，０００）㈱大義建設

㈱武富組・㈱政工務店
㈱下村建設・西岡建設㈱
㈱大義建設・㈱中島工務店
㈱エグチ・ビルド・岡本建設㈱

㈱久保建設

三日月特定環境保全公共下水道
事業　大寺第1号管渠布設工事

９０．８３５０，４００，０００
（２，４００，０００）

４５，７８０，０００
（２，１８０，０００）

㈱エグチ・
ビルド

芦刈特定環境保全公共下水道事
業　住の江第1号管渠布設工事

建設課
☎６３−８８２５９１．９４５９，９５５，０００

（２，８５５，０００）
５５，１２５，０００
（２，６２５，０００）㈱下村建設道整備交付金事業

長神田・立物線道路改良工事

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。入札結果のとりまとめは小城市芦刈庁舎建設課管理係で行っておりますが、
入札結果の詳細については、各入札執行課へ直接お問合せください。　

【問合せ】建設課　管理係（芦刈庁舎）　担当　右近　緯６３－８８２５
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平成２２年分国民健康保険税納付証明書の

発行のお知らせ
　平成２２年中に国民健康保険税を納付された世帯へ、年末調整や確定申告などの際
に必要な納付証明書を、平成２３年１月下旬に送付する予定です。
なお、送付前に証明が必要な方には窓口で発行します。
◆発行場所　税務課、各庁舎総合窓口
◆発行方法
＜来庁される場合＞
・世帯主本人、もしくは同一世帯の方に発行します。また、別世帯の方が窓口に
来られる場合は、委任状が必要です。
・窓口に来られた方の本人確認のために、運転免許証等の提示をお願いします。
＜電話請求される場合＞
　国民健康保険に届け出されている住所にのみ郵送します。税務課　課税係にご
請求ください。
※手数料は無料です。

確定申告会場等のお知らせ
　今年度の確定申告は、小城会場・芦刈会場の場所及び日程が下記のとおり変更と
なります。詳しい地区割の日程等については、1月下旬に全世帯配布する『市県民
税申告・確定申告のお知らせ』のチラシに掲載しますので、お間違えのないように
お願いします。
　また、確定申告の準備は、お早めにお願いします。

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【 夜間納税相談】
１２月９日（木）・２４日（金）
 １７：３０～２０：００
 場所　小城庁舎１階　
 　　　税務課

【問合せ】
 税務課（小城庁舎）
 ☎７３－８８１０
 ☎７３－８８０１

納期限を守りましょう！
１２月２８日（火）納期限　　 固定資産税 ３期　　 国民健康保険税 ７期

日　　　　　程場　　　　　所

２月１６日～３月２日
（土、日除く）小城公民館　３階大会議室小城会場

３月３日～３月１５日
（土、日除く）
３月６日休日受付

三日月庁舎　３階大会議室三日月会場

２月１６日～３月１日
（土、日除く）
２月２６日休日受付

牛津庁舎　２階会議室牛津会場

３月４日～３月１５日
（土、日除く）芦刈保健福祉センター　ひまわり芦刈会場
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多
剤
耐
性
緑
膿
菌
と
は
？

　

小
城
市
民
病
院　

感
染
対
策
委
員
会

　

今
回
は
今
年
９
月
に
話
題
と
な
っ
た

薬
剤
耐
性
菌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「 
多  
剤 
た 
ざ
い

 
耐  
性  
緑  
膿  
菌 
」に
つ
い
て
お
話
し
た
い

た
い 
せ
い 
り
ょ
く 
の
う 
き
ん

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。
東
京
都
内

の
病
院
で
の
多
剤
耐
性
菌
に
よ
る
院
内

感
染
が
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ

れ
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
名
前
に
不

安
を
感
じ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
薬
剤
耐
性
菌
と
は
？

　

薬
剤
耐
性
菌
と
は
一
言
で
言
う
と
、

「
薬
が
効
き
に
く
い
菌
」で
す
。
こ
の
薬

剤
耐
性
菌
に
は
様
々
な
種
類
の
細
菌
が

い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
メ
チ
シ

リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ

Ａ
）、
多
剤
耐
性
緑
膿
菌
（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

緑
膿
菌
と
は

　

緑
膿
菌
は
、
土
壌
・
水
中
・
植
物
・

動
物
（
ヒ
ト
を
含
む
）
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
存
在
す
る
菌
で
、
ヒ
ト
・
動

物
は
も
ち
ろ
ん
、
植
物
に
も
病
気
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
病
原
性
は
低
く
、
通
常
は
緑
膿
菌
が

体
内
に
入
っ
て
も
病
気
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
の

よ
う
な
と
き
に
病
気
を
引
き
起
こ
す
の

で
し
ょ
う
か
？

　

緑
膿
菌
が
病
気
を
引
き
起
こ
す
に
は
、

体
の
抵
抗
力
が
低
下
す
る
こ
と
、
周
囲

に
緑
膿
菌
が
生
存
し
や
す
い
環
境
が
あ

り
、
接
触
の
機
会
が
多
い
こ
と
な
ど
が

同
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
体
内

に
菌
が
入
っ
て
き
て
も
体
の
抵
抗
力
に

よ
っ
て
自
然
に
取
り
除
か
れ
ま
す
。
し

か
し
、
重
度
の
や
け
ど
・
外
科
手
術
・

が
ん
治
療
・
移
植
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
、

体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た
人
の
体
に
菌

が
入
る
と
簡
単
に
感
染
し
、
様
々
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

多
剤
耐
性
緑
膿
菌
と
は

　

感
染
力
・
病
原
性
な
ど
は
通
常
の
緑

膿
菌
と
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
へ
の
抵
抗
性
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

緑
膿
菌
は
、
医
療
関
連
感
染
を
引
き

起
こ
す
原
因
菌
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
医

療
現
場
で
警
戒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
膿
菌
は
従
来
か
ら
抵
抗
性
が
強
く
、

有
効
な
薬
が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
薬

剤
が
緑
膿
菌
に
対
す
る
特
効
薬
と
し
て

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
こ
の
特
効
薬
に
す
ら

耐
性
を
持
つ
緑
膿
菌
が
現
れ
、
こ
れ
を

「
多
剤
耐
性（
た
く
さ
ん
の
薬
剤
が
効
か

な
く
な
る
）
緑
膿
菌
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

対
策
や
注
意
点
！

　

普
通
の
「
緑
膿
菌
」
は
環
境
や
人
・

動
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し

て
い
ま
す
が
、「
多
剤
耐
性
緑
膿
菌
」
は

抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
を
使
用
し
て
い

る
病
院
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
対
策
と
し
て
は
主
に
病
院
内

の
感
染
対
策
と
抗
菌
薬
の
正
し
い
使
用

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、

こ
の
多
剤
耐
性
緑
膿
菌
と
の
接
触
が
な

い
た
め
に
感
染
の
危
険
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
仮
に
病
院
を
受
診
さ
れ
た

際
、
病
院
内
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
手
洗
い
・

う
が
い
な
ど
の
通
常
の
感
染
対
策
を
し

て
い
れ
ば
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
医
療
機
関
の
感
染
対
策
委
員
会

　

病
院
に
は
病
気
で
抵
抗
力
が
低
下
し

て
い
る
方
が
多
く
入
院
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
入
院
施
設
の
あ
る
全
て
の
医

療
機
関
で
は
、
こ
う
し
た
患
者
様
を
細

菌
感
染
症
な
ど
の
菌
か
ら
守
る
た
め
に
、

感
染
対
策
委
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
主
に
院
内
で
感
染
が
起
き
な
い

よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
多
剤
耐
性
緑
膿
菌
だ
け
で
な

く
、
入
院
患
者
様
へ
の
感
染
を
防
ぎ
、

患
者
様
に
安
心
し
て
治
療
に
専
念
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
感
染
は
し
っ
か
り
と
し
た

知
識
と
対
策
で
予
防
で
き
ま
す
。

　
　

月
に
入
り
、
一
段
と
寒
く
な
り
ま

１２
し
た
が
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
心
掛
け
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

時間外受診をされる方へ　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話で宿日直医師の担当診療科をお問
　　　　　　　　　　　　合せください。専門外の疾病の場合は、診察できませんのでご了承ください。
【問合せ】小城市民病院　緯７３－２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.city.ogi.lg.jp/hospital/
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県産木造住宅見学会

　日頃馴染みの薄い製材所や佐賀県産木材で建てた
木造住宅の見学会に参加しませんか。木の良さを体
感するとともに地元産木材で建てた家の良さを実感
してください。
◆日時　１２月１８日（土）１３時～１７時
◆場所　どんどんどんの森
◆集合場所・時間　
　「アバンセ」北側駐車場　１３時集合
◆内容　佐賀市周辺の製材所、木造住宅の見学
◆参加費　無料
◆申込期限　１２月１０日（金）
◆申込方法　住所、氏名、参加人数、連絡先を
　Ｅメール、ファクス、電話でお申込みください。
【問合せ】佐賀県　武雄農林事務所　林務課
　☎０９５４－２３－５１１３　胃０９５４－２２－４５８４
　Eメール：takeonourin@pref.saga.lg.jp

募

小城市ファミリー・
フットサル大会の開催

◆日　時　２月６日（日）
◆場　所　小城体育センター
◆参加費　１，０００円
◆内　容　ファミリーの部と一般の部があります。
◆申込締切　１月２０日（木）
小城市フットサルリーグ参加者も募集しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
【申込み・問合せ】
　小城市サッカー協会　担当　池田
　☎０９０－４３４０－３２４７
　http://sports.geocities.jp/ogi_fa/

募

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談

芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日

牛津公民館毎月第４火曜日

１３：３０～１５：３０小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日

芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室毎週月・水・金曜日消費生活

相　　談

２１世紀出生児縦断調査に
ご協力ください

　厚生労働省では、少子化が進行する今日、安心し
て子どもを産み育てることができる環境づくりの基
礎資料とするため、下記内容で調査をします。
　対象に選ばれた皆様には、調査の趣旨をご理解い
ただき、ご協力をお願いします。
◆調査対象　平成２２年５月１０日から５月２４日の間に
生まれたすべてのお子さん
◆調査方法　調査表を、１１月中旬頃、ご自宅に郵送
させていただきます。１２月１日現在の状況で記入
し、１２月１７日までに、同封の返信用封筒に入れてポ
ストに投函してください。
※お答えいただいた調査票は統計的に処理し、回答
内容や個人情報が外に出ることはありません。ま
た、調査結果は統計及び研究資料以外には一切使用
しませんので、ありのままをお答えください。
【問合せ】厚生労働省大臣官房統計情報部
　社会統計課縦断調査室　出生児調査係Ｂ
　代表電話　☎０３－５２５３－１１１１（内線７５６６）
　直通電話　☎０３―３５９５－２３２１
　（平日　月～金　９時３０分～１８時１５分）
　Eメール：b-cohort@mhlw.go.jp

知
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住
民
基
本
台
帳
に
も
と
づ
く
人
の
動
き
　
平
成
22
年
10
月
31
日
現
在
　（
前
月
比
）
人
口
46,500

人（
＋
1）/男

性
22,011

人（
－
11）/女

性
24,489（

＋
12）/ 世

帯
数
15,018

世
帯（
＋
24）

さ
く
ら

第５回　小城市男女共同参画フォーラム第５回 小城市男女共同参画フォー５回
～パートナーシップでいい関係～

大学等で教鞭をとる傍ら、多方面
で講演活動を行う。そのユーモア
あふれる語りは子どもから大人ま
でを魅了する。愛称「ブロッコリー
先生」好きな言葉は、「あなた色の
花」「人生に遅すぎることはない」。
西九州大学非常勤講師、佐賀大学
学生カウンセラー・佐賀県立公立
小・中学校スクールカウンセラー。

吉村春生

入場
無料

さくらかん

12月18日（土）13：30～16：00日時

小城保健福祉センター桜楽館場所

吉村春生さん（臨床心理士）講師

男と女
ひと                ひと

支えあって豊かな人生を
～ココロとカラダの健康～

よ し む ら は る お  

よ し む ら は る お  

どなたでも自由にご参加ください。
このフォーラムは小城市委託事業として「小城市
男女共同参画ネットワーク」が実施するものです。

【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）担当　山下・熊谷　☎63-8803・熊谷　☎熊谷 63-8803

小
城
市
民
文
化
祭

/女
性
24,489（

＋
12）/ 世

帯
数
15,01

体験コーナー（三日月）体験コーナー（三日月）体験コーナー（三日月）
牛津作品展 10/29 ～ 31牛津作品展 10/29 ～ 31三日月作品展 10/30 ～ 31三日月作品展 10/30 ～ 31

小城文化展 10/31 ～ 11/3小城文化展 10/31 ～ 11/3芦刈作品展 11/3 ～ 5芦刈作品展 11/3 ～ 5

牛津一般公演会 11/3牛津一般公演会 11/3小城芸能祭 11/6 ～ 7小城芸能祭 11/6 ～ 7芦刈公演会 11/7芦刈公演会 11/7


